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In this paper, using Switzerland as an example, we have statistically analyzed and considered the issues involved 
in the installation of solar panels and the awareness regarding the selection of next-generation energy sources. 
After the Fukushima accident, more than half of Swiss citizens thought that their energy policies had changed 
and more than three-quarters wanted to promote renewable energy. Thus, in Switzerland, there was a growing 
awareness of promoting renewable energy. The most important issue when installing solar power generation 
equipment was the destruction of the natural environment, with the major reason for promoting renewable energy 
was to help prevent global warming. A comparison of Switzerland and Russia revealed that Switzerland cited the 
introduction of a feed-in tariff system as a reason for promoting renewable energy, but also cited higher electricity 
costs as a reason for not promoting it. 
In Switzerland, when the tax burden on photovoltaic power generation is small, the willingness of the elderly to 
pay was high, but when the tax burden is large, older people were less willing to pay, while among those with a 



























 2017年 5月 21日，スイスでは，原子力発電所への依存度を下げる政府の長期エネルギー戦略の賛
否を問う国民投票が実施された[1]。スイス放送協会（Swiss Broadcasting Corporation）によると，






故が発生すると，スイス連邦政府は非常に速いテンポで 5 月 25 日に脱原発を決定した。2020 年現
在，稼働している Beznau，Gösgen，Leibstadt，Mühleberg等の 5 基の原発は，耐用年数に達した
ものから順次廃炉にすることが決まっており，2034 年に Leibstadt 原発の閉鎖をもってスイスの原
発は姿を消すことになる[2][3]。 


































































調査対象地域はスイス全土であり，339 名が回答し，そのうちの 301 名が完全回答した（回収率





































[4] 。1964 年の Aargau 州 Beznau 原発 1 号機着工を皮切りに，1974 年の同州 Leibstadt 原発着工
まで，総計 7 基の原発建設が推進された[4]。Beznau 原発が，稼働を始めたのは 1969 年 12 月 9 日
であり，同原発が事実上，世界最古の商用原発となっている[20]。スイスの原発で最も新しい原発は
1984 年 5 月 24 日に稼働した Leibstadt 原発であるが，この原発ですら稼働して 36 年の年月が過ぎ
ている。 
第 2に，スイス国内でも原子力事故が起こっていることが一因として挙げられる。スイスでは 1969








こった Kaiseraugst原発建設反対運動である[4] [3]。Aar川と Rhine川が交わる地域では原発予定地
が密集し，中でも Kaiseraugst は Basel 市の中心から 10km しか離れていなかった[4]。そのために









シウム 137 の測定値はスイス北部および北西部に比べ最大 137 倍も高かった注 2）。Kaiseraugst 原
発問題は，1986 年に発生したチェルノブイリ原発事故と，同年 11 月に Basel の化学工場の火災で
Rhine 川全域が汚染された広域汚染事故によって，1988 年春に連邦議会と政府は Kaiseraugst 原発
建設中止を決定した[4]。 
第 5に，スイス隣国であるフランスの原発事故が頻発していたことである。フランスの Fessenheim
原発は Alsace 大運河の東対岸 25km にドイツの Freiburg，南へ 40km にスイスの Basel 位置する
1978年に運転を開始したフランス最古の原子力発電所である。Fessenheim原発は，2004年，2005








島の事故から僅か 3 日後の 3 月 14 日に Doris Leuthard 環境・エネルギー相は，古い原発施設の改
修工事と新規の建設計画を凍結することを発表し，ヨーロッパ諸国や原発大国フランスに大きな動揺
を与えた[3]。そして，2011年5月25日にスイス政府は段階的な原発政策を閣議決定した[3]。Leuthard 
環境・エネルギー相は，2019年に Beznau第 1原発を最初に廃炉とし，2022年には Beznau第 2原
発とMühleberg原発，2029年に Gösgen原発，そして 2034年に最後の Leibstadt原発が廃炉とし，
国内 5基全ての原発を閉鎖することを公表した[3]。ただし，Mühleberg原発では，2018年 3月 8日
にも蒸気管で放射線量が上昇し，緊急停止するなど，複数回，故障や稼働停止に見舞われていた注 4）。
Mühleberg 原発は 2022 年に操業を停止するはずであったが，2011 年の福島原発事故後，スイスが
脱原発に舵を切るなど，政治的な潮流も背景にあり，BKW社（Bernische Kraftwerke AG）は 2019














建設の禁止，稼働中の 5 基の原発を可能な限り早急に廃止すること，②今後 10 年間新規原発及び熱
供給炉の許認可を禁止すること，③原発は存続させるが効率的なエネルギー政策が推進できるように
より強い権限を連邦政府に与えること等を掲げて，投票に持ち込んだ[5]。ただし，1990 年の国民投
票の結果，②の新規の原発建設を 10 年間凍結する提案には 54.5％が賛成したが，①の原発を段階的
に廃止する提案は 52.9％が反対し，否決された[5]。 
その後の 2003年には再び，原発反対派が①原発の新規凍結を更に 10年延長すること，②稼働中の




























































2018 年のスイスの 1 人当
た り GDP （ IMF ） は
83,162USD であるので，本稿のサンプルは若干所得水準が低い。所得階層は 5,001-6,001CHF が






度数 割合 度数 割合
19歳以下 8 2.7% 男性 88 29.2%
20～29歳 70 23.3% 女性 213 70.8%
30～39歳 85 28.2% 12歳以下子供いる 96 31.9%
40～49歳 74 24.6% 12歳以下子供いない 205 68.1%
50～59歳 41 13.6% 世帯員数平均・SD 2.55 1.2
60～69歳 16 5.3% 一般事務勤務者 84 27.9%
70歳以上 7 2.3% 公務員 32 10.6%
平均・SD 39.9 13.2 工場勤務者/労働者 20 6.6%
中学校 12 4.0% エンジニア/専門家 30 10.0%
高等学校 49 16.3% 自営業 37 12.3%
短大・専門 101 33.6% 農家/漁家 4 1.3%
大学 78 25.9% 主婦/主夫 22 7.3%
大学院 51 16.9% 退職者 14 4.7%
大学院博士以上 10 3.3% 求職者 12 4.0%
Zürich 60 19.9% 学生 24 8.0%
Bern 35 11.6% 病気療養中/休職中/産休 5 1.7%
Vaud 30 10.0% 販売/営業 8 2.7%
Aargau 24 8.0% その他 9 3.0%
Genève 22 7.3% 1,000CHF以下 26 8.6%
Luzern 14 4.7% 1,001-2,000CHF 16 5.3%
Solothurn 13 4.3% 2,001-3,000CHF 22 7.3%
Sankt Gallen 13 4.3% 3,001-4,000CHF 27 9.0%
Freiburg 12 4.0% 4,001-5,000CHF 48 15.9%
Basel-Landschaft 10 3.3% 5,001-6,001CHF 53 17.6%
Zug 9 3.0% 6,001-7,000CHF 37 12.3%
Basel-Stadt 9 3.0% 7,001-8,000CHF 23 7.6%
Schwyz 8 2.7% 8,001-9,000CHF 11 3.7%
Ticino 7 2.3% 9,001-10,000CHF 10 3.3%
Wallis 7 2.3% 10,001-12,000CHF 9 3.0%
Neuchâtel 6 2.0% 12,001-14,000CHF 1 0.3%
Thurgau 5 1.7% 14,001-16,000CHF 5 1.7%
Glarus 3 1.0% 16,001-18,000CHF 1 0.3%
Jura 3 1.0% 18,001-20,000CHF 1 0.3%
Nidwalden 3 1.0% 20,001-22,500CHF 2 0.7%
Uri 3 1.0% 22,501-25,000CHF 2 0.7%
Appenzell Ausserrhoden 2 0.7% 25,001-27,500CHF 0 0.0%
Schaffhausen 1 0.3% 27,501-30,000CHF 1 0.3%
Appenzell Innerrhoden 1 0.3% 30,001CHF以上 6 2.0%













































23.9% 38.2% 26.2% 7.0% 4.7% 3.698
72 115 79 21 14 1.054
20.3% 28.6% 25.2% 12.0% 14.0% 3.292
61 86 76 36 42 1.302
評価 平均
質問 標準偏差
9.3% 20.6% 28.9% 18.6% 22.6% 2.754
28 62 87 56 68 1.270
8.6% 24.9% 27.2% 24.9% 14.3% 2.887
26 75 82 75 43 1.186
評価 平均
質問 標準偏差
23.3% 33.2% 29.2% 10.6% 3.7% 3.618





45.5% 31.2% 18.9% 2.3% 2.0% 4.159














































































































































ドイツ スイス 4.223 3.618 0.605 0.000 ***
ドイツ フランス 4.223 1.704 2.519 0.000 ***










能 エ ネ ル
ギ ー を 推
進 し な い
理 由 と し
ては，『再
生 可 能 エ
ネ ル ギ ー
を 増 や す
こ と で 電
気 代 が 高
く な る か
ら』（31.2%）




ネ ル ギ ー
密 度 が 低































再生可能エネルギーを増やすことで電気代が高くなるから 94 31.2% 19.39% **
エネルギー密度が低いため大きな設備が必要となり，建設費が高いから 70 23.3% -2.07%
電力が安定的に供給できないから 66 21.9% -2.74%
蓄電技術が開発されていないから 50 16.6% -3.13%
風力や太陽光等の再生可能エネルギーが実用化されているとは思えないから 45 15.0% -2.81%
スイスは水力発電で電力を賄えばよいから 44 14.6%
季節，時間，天候などの自然条件に左右されやすいから 42 14.0% -15.32% *
発電所を設置する場所によって自然環境や生態系が保護できないから 42 14.0% -3.15%
発電所との送電ネットワークが十分でないから 40 13.3% -1.18%
発電量が少ないから 36 12.0% -0.21%
発電所を設置する場所によって自然景観が保護できないから 28 9.3% -13.07% *






二酸化炭素を排出しないため，地球温暖化防止に役立つから 118 39.2% -10.80% **
化石燃料のように枯渇する心配がないから 86 28.6% -9.92% *
どの発電方法も有害物質の排出がほとんどないから 70 23.3% -3.39%





各家庭やビルや工場など，どんな場所にも設置できるから 64 21.3% -10.97% *






耐用年数が長いから 47 15.6% -7.41%
世界中で再生可能エネルギーが普及し始めているから 40 13.3% -5.79%
































付 近 に あ る
Valais 州






























40.5% 34.2% 18.3% 6.0% 1.0% 4.073
122 103 55 18 3 0.956
35.2% 36.9% 20.3% 6.0% 1.7% 3.980
106 111 61 18 5 0.973
31.9% 36.2% 25.9% 4.0% 2.0% 3.920
96 109 78 12 6 0.956
26.2% 33.2% 30.2% 6.3% 4.0% 3.714
79 100 91 19 12 1.048
21.9% 35.2% 28.2% 11.3% 3.3%
3.611
66 106 85 34 10
1.051
18.9% 35.5% 34.2% 8.6% 2.7% 3.595
57 107 103 26 8 0.977
23.9% 18.6% 28.6% 13.6% 15.3% 3.223
72 56 86 41 46 1.359
11.0% 22.6% 35.2% 20.9% 10.3% 3.030
33 68 106 63 31 1.135
評価 平均
質問 標準偏差
16.6% 31.9% 31.2% 14.0% 6.3% 3.296
50 96 94 42 19 1.075
14.6% 26.9% 37.9% 14.6% 6.0% 3.296




















































































（DECC）は 7.35 USD/100kWh（2018年）であり，世界 25か国中第 1位である。また，スイスの



























り最大 0.6 Rappen（0.4 EUR cent）と決められている上，2009年時点では 0.45 Rappen（0.3 EUR 
cent）しか徴収されていなかった[28]。他方，ドイツの買取予算はこのような上限が設けられておら
ず，買取予算のために一般電力に上乗せされる価格は，2007年で kWhあたり 1.0 EUR，2010年で



























た結果を示している。図中の縦軸（第 1軸）は 0.6～-1.11の範囲以内に集中し，横軸（第 2軸）は 0.8
～-1.3の範囲にあるため，評価は近似している。各軸の説明度（累積寄与率）は第 1軸で 76.2％，第
2軸を含めると 95.3％が説明でき，第 1軸，第 2軸の χ2検定（行間差・列間差の有意性の検定，残差

























20.9% 32.6% 31.9% 10.3% 4.3% 3.555
63 98 96 31 13 1.065
15.9% 32.9% 38.9% 7.3% 5.0%
3.475
48 99 117 22 15
1.008
14.6% 32.2% 37.9% 8.3% 7.0%
3.392
44 97 114 25 21
1.058
14.3% 28.6% 38.5% 13.0% 5.6% 3.329
43 86 116 39 17 1.053
11.0% 31.6% 36.5% 14.3% 6.6% 3.259
33 95 110 43 20 1.048
13.6% 23.6% 34.9% 17.6% 10.3% 3.126
41 71 105 53 31 1.165
8.3% 28.2% 46.5% 13.0% 4.0%
3.239
25 85 140 39 12
0.922
8.6% 24.9% 37.9% 16.6% 12.0% 3.017
26 75 114 50 36 1.115
9.6% 23.3% 37.2% 20.3% 9.6% 3.030
29 70 112 61 29 1.100
6.6% 25.9% 41.5% 16.9% 9.0% 3.043
20 78 125 51 27 1.027
8.3% 20.3% 39.5% 22.3% 9.6% 2.953























































































推計した結果を示している。図中の縦軸（第 1軸）は 0.6～-0.7の範囲以内に集中し，横軸（第 2軸）
は 0.8～-0.7の範囲にあるため，評価は近似している。各軸の説明度（累積寄与率）は第 1軸で 73.5％，
第 2軸を含めると 91.9％が説明でき，第 1軸，第 2 軸の χ2検定の p値は第 1 軸，第 2 軸ともに 1％
以下の水準にあり，それぞれ統計的に意味のある軸であることを示している。それらの意味を解釈す
れば，第 1軸は景観環境と事業者管理の有無を，第 2軸は評価の高低を示している。 
















4.8.1 太陽光発電推進にかかる税金負担の支払意思額  
スイスには太陽光発電の「固定価格買い取り制度」があり，そのための資金を消費電力 1kWh当た
り 0.003CHFの課税により国民（企業と家計）が負担してきた[8]。しかしながら，資金繰りが追い付




















































19.9% 18.6% 12.6% 11.6% 4.7% 8.0% 3.0% 5.3% 15.6% 0.7%
0.018























































































22.9% 16.6% 13.3% 6.3% 6.3% 4.7% 12.6% 15.6% 1.7% 0.0%
1.809












































































つの巨大地域電力事業者が存在する注 9）。この 2 つの地域電力事業者が，Zürich 州の ewz
（Elektrizitätswerk der Stadt Zürich）と Genève州の SIG（Services Industriels de Genève）が大
きく，両地域で電力生産から個別配電まで全てを独自に事業化している[25]。SIG はスイスの中でも





標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
男＝1 0.313 0.213 0.142
年齢 0.013 0.008 0.098 * -0.020 0.009 0.022 ** 0.019 0.008 0.019 **
Bern -0.472 0.333 0.156
Vaud 0.562 0.355 0.113
世帯員数 -0.153 0.096 0.112 -0.191 0.090 0.033 ** -0.151 0.086 0.078 *
子供いる 0.386 0.256 0.131 -0.339 0.225 0.131
教育 -0.304 0.102 0.003 *** 0.320 0.082 0.000 ** 0.274 0.091 0.003 *** 0.284 0.085 0.001 ***
月収 0.000 0.000 0.016 ** 0.004 0.002 0.071 *








cut2 -0.448 0.415 0.281 1.966 0.542 0.000
***
-0.092 0.280 0.743 -0.415 0.475 0.383 -0.187 0.326 0.567
cut3 -1.818 0.429 0.000
***






尤度比 814.9 * 789.4 720.4 ** 733.9 *** 778.8 ***
AIC 832.9 801.4 732.4 745.9 788.8
χ
2値 12.4 20.2 19.7 19.0 11.6
疑似R2 0.015 0.025 0.027 0.0252 0.015
標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
男＝1 0.333 0.209 0.111 0.837 0.214 0.000 *** -0.429 0.208 0.039 **
Zürich 0.575 0.277 0.038
**
Bern -0.559 0.335 0.095
*
Vaud -0.646 0.355 0.069
*
年齢 -0.025 0.008 0.001 ***
教育 0.242 0.083 0.004 *** -0.176 0.087 0.043 **
月収 0.004 0.002 0.075 * 0.004 0.002 0.037 **










cut2 -0.636 0.315 0.044
**
0.147 0.132 0.265 0.627 0.384 0.103 -0.302 0.163 0.064
*
-0.119 0.155 0.444








尤度比 790.9 *** 771.2 ** 793.1 *** 808.1 ** 793.0 **
AIC 802.9 781.2 807.1 816.1 801.0
χ
2値 12.3 9.0 30.2 4.4 4.2


















































標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差














Vaud -0.780 0.362 0.031
**
世帯員数 -0.116 0.086 0.177 -0.268 0.094 0.004
***
子供いる 0.392 0.250 0.117
月収 0.003 0.002 0.119 -0.004 0.002 0.051 *










cut2 0.404 0.258 0.117 0.531 0.345 0.124 -0.131 0.119 0.274 0.337 0.240 0.160 0.309 0.372 0.406


















AIC 811.2 810.4 772.9 792.0 780.6
χ
2
値 9.2 5.3 7.8 12.4 17.0
疑似R2 0.011 0.007 0.010 0.016 0.022
標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
年齢 -0.018 0.007 0.015 ** -0.023 0.007 0.001 *** -0.021 0.007 0.002 **






Basel-Stadt 1.269 0.719 0.077
*
教育 0.163 0.081 0.044 ** -0.194 0.087 0.025 **
月収 0.004 0.002 0.059 *










cut2 0.135 0.280 0.629 0.832 0.347 0.016
***
0.247 0.271 0.362 -0.667 0.126 0.000
***
-0.050 0.271 0.853










尤度比 744.9 ** 793.8 *** 762.8 *** 746.1 * 747.8 ***
AIC 756.9 803.8 772.8 754.1 757.8
χ
2値 10.9 10.4 15.9 3.4 11.7




















































標準 標準 標準 標準 標準
誤差 誤差 誤差 誤差 誤差
二酸化炭素を排出しない
ため，地球温暖化防止に


































































ないから -0.343 0.186 0.066
*







しているから -0.512 0.269 0.057
*








すいから -0.390 0.211 0.060
*


















































































年齢 0.0002 0.000 0.026 ** -0.023 0.010 0.020 **
Basel-Stadt 1.012 0.695 0.146
教育 0.209 0.104 0.046 **





































137 が含まれており，そのうちの 8 分の 1 がチェルノブイリ事故によるもの，残りは 1960 年代に
行われた核実験や近郊のMühleberg原発によるものとされる[8]。 
注 3）2019年の欧州熱波によって，フランス電力は 2019年 7月 23日～30日まで Golfech原発 2基
を一時停止することが明らかにした[23]。同年7月25日にはドイツニーダーザクセン州当局は2019
年 7月 25日に，同州のグローンデ原発の運転を 26日に一時停止すると明らかにした[24]。 
注 4）チェルノブイリ原発事故から 34 年経った今でも，Ticino 州や Graubünden州のいくつかの谷
では，チェルノブイリ事故によるセシウム 137が未だに測定される[8]。 
注 5）スイスの平均年齢（国連）は 43.05歳（2020年），15歳未満人口比率（世銀）は 14.91％（2018
年），15歳-64歳人口比率が 66.47％，65歳以上人口比率が 18.62％であった。本稿のサンプルの平
均年齢は若干若い。 
注 6）大学卒業者比率（四年制大学）は 55.20％（2017年 OECD）であり，本稿のサンプルは短大・
専門が多い。 
注 7）EU ETS には，EU 加盟 15 か国がフェーズⅠ（2005～2007 年）に参加したが，ノルウェー，
アイスランド，リヒテンシュタイン，そしてスイスの EU非加盟国がフェーズⅡ（2008～2012年）
に参加している[26]。 




注 9）Alpiq Groupはスイスの電力の 3分の 1を供給する事業者で，スイス国内では主に水力発電で
電力を生産している[25]。Axpo Holding AGはスイス東北部の州が資本を有する企業で，スイスの原
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